
自衛隊施設の誘致報道について 

提 案 

雲南市の市政運営に、日頃より感謝申し上げます。 
現在、市内の一部地域において自衛隊施設の誘致が検討されているとの報道に接し、一市民として、またこの街の未来を案じ
る者として質問と提案をさせていただきます。 
 
1. 市による主体的な情報収集の状況について 
現在、この件は「地元有志による検討段階」ということですが、大規模な防衛施設の設置は、土地所有者や特定地域のみなら
ず、交通、環境、安全面で市全体の暮らしに影響を及ぼす重大な事案です。 
市役所として、現在どのような情報を把握し、国（防衛省）とどのようなやり取りをされているのでしょうか。「決まってか
ら」ではなく、検討段階から市が主体的に情報を収集し、全市民に開示していくお考えがあるかお聞かせください。 
 
2. 市のアイデンティティと誘致の整合性について 
雲南市は永井隆博士の精神を大切にし、「平和をの都市宣言」を掲げています。また、市の最上位計画である「第三次雲南市総
合計画」においても明確に「平和をの都市宣言の精神は変えない」と記されています。このような街のアイデンティティや将
来ビジョンと、今回の火薬庫誘致の話との整合性を、市長はどのように捉えておられますか。仮に検討が進む場合、これまで
大切にしてきた「永井隆博士の有縁の地」としての誇りや「平和を」の精神をどう守っていくおつもりでしょうか。 
 
3. 市全体での対話とプロセスの構築について 
今回の誘致検討は、地域の将来を深く案じる方々の切実な危機感から生まれたものと拝察いたします。その熱意や想いを否定
するものではありませんが、一方で、今回のような国防に関わる施設は、立地地域や特定の団体だけにその責任や判断を負わ
せるには、あまりに重い課題ではないでしょうか。 
雲南市は多くの地域が高齢化や過疎化などの問題を抱えています。だからこそ、特定の動きを排除するのではなく、そうした
地域の切実な声も含めた「市全体の問題」として、行政が中立な立場で冷静かつ透明性の高い「対話の場」を設けることを提
案いたしますが、市長のお考えを伺いたいです。 



 
今後の行政と地域の関わり方のモデルとなるような、納得感のある合意形成のプロセスを強く願っております。提案に対し、
前向きなご回答をいただけますと幸いです。 

回 答 

国においては現在、令和４年１２月閣議決定された防衛力整備計画に基づき、令和９年度までの５年間で約４３兆円規模の防
衛予算により、装備の高度化や弾薬、弾薬庫の増設、隊員の処遇改善、災害対処能力の向上など防衛力強化を着実に進めている
ところです。 

そのような中、市内有志の方が地域振興の一策として自衛隊施設を誘致しては、と地域に提案され、現在もその方々が地域で
議論を続けておられると認識しております。 

本件につきましては、現段階で市として正式に提案を受けたものではなく、また防衛施設の誘致について検討しているもので
はありませんので防衛省とも協議を行っておりません。従いまして、市としては議論の動向を見守っているという状況です。 
市に対して正式な要請があったものではありませんので、お問い合わせに現状ではお答えしかねるところではございますが、
市としての判断が求められることになれば勿論、市全体の問題として市民の皆様方と対話の場を設ける必要があると考えま
す。 

 
（回答部署 総務部総務課、防災部防災安全課） 

 


